
Vol.8

「第36回北の住まい住宅設計コンペ」で最優秀賞および奨励賞を受賞しました

夏2011
H o k k a i d o  I n s t i t u t e  o f  Te c h n o l o g y

○ 学部優秀奨学生および学科優秀奨学生の証書授与式が行われました

○ 平成23年度　春季図書館イベントの表彰式が行われました

○ 「省エネパトロール」に参加した学生ボランティアに認定書を授与しました

○ 苫米地学長以下9名が東北工業大学を訪問しました

○ 学長賞の表彰式が行われました

○ 平成23年度手づくりCMコンクールの表彰式が行われました

○ 手稲区稲苑大学の受講生の皆さまが本学を訪問されました

○ 「ていぬエコ・プロジェクト」を手稲中央幼稚園にて開催しました

○ 「稲積ふるさと祭り」でペットボトルロケット製作に協力しました

○ 稚内市と利尻町で青少年公開講座を開催しました

○ 上富良野町との地域連携協定調印式が行われました

○ 「HIT Battle Tech」が札幌駅前通地下歩行空間でイベントを開催しました

○ 「青少年のための科学の祭典」が開催されました

○ 第81回全日本大学総合卓球選手権大会道予選で
　全国大会への切符を獲得しました

○ 「第36回北の住まい住宅設計コンペ」で最優秀賞および奨励賞を受賞しました

大学総合

学生の活躍

地域・産学連携
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【
図
書
貸
出
用
エ
コ
バ
ッ
グ
デ
ザ
イ
ン　

受
賞
者
】

〈
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
長
賞
〉

　

メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
科 

４
年 

芝
原
久
美
子
さ
ん

〈
優
秀
賞
〉

　

メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
科 

４
年 

上
田　

千
尋
さ
ん

　

メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
科 

４
年 

日
置　

浩
司
さ
ん

　

メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
科 

１
年 

來
生　

希
望
さ
ん

【
読
書
感
想
文　

受
賞
者
】

〈
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
長
賞
〉

　

情
報
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
工
学
科 

１
年 

塩
田　

拓
哉
さ
ん

　
　

作
品
名　
「
月
と
蟹
」

〈
優
秀
賞
〉

　

応
用
電
子
工
学
専
攻 

２
年 

後
閑　

俊
昭
さ
ん

　
　

作
品
名　
「
万
能
鑑
定
士
Ｑ
の
事
件
簿
」

　

医
療
福
祉
工
学
科 

１
年 

小
沼　

圭
一
さ
ん

　
　

作
品
名　
「
沈
黙
の
春
」

　

人
間
社
会
学
科 

３
年 

川
股　

未
来
さ
ん

　
　

作
品
名　
「
聴
こ
え
な
い
ピ
ア
ニ
ス
ト
」

〈
佳
作
〉

　

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻 

２
年 

山
谷　

允
喜
さ
ん

　

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻 

１
年 

佐
藤　

直
宏
さ
ん

　

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻 

１
年 

大
平　

裕
己
さ
ん

　

医
療
福
祉
工
学
科 

３
年 

望
月
ま
ゆ
子
さ
ん

　

医
療
福
祉
工
学
科 

１
年 

本
館　

佑
佳
さ
ん

　

メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
科 

３
年 

三
木
田
純
哉
さ
ん

　

人
間
社
会
学
科 

３
年 

石
塚　

未
来
さ
ん

　

人
間
社
会
学
科 

２
年 

伊
澤　

純
平
さ
ん

　

人
間
社
会
学
科 

１
年 

横
田　

一
貴
さ
ん

　

人
間
社
会
学
科 

１
年 

吉
田　

有
希
さ
ん

受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
23
年
８
月
１
日
（
月
）
16
時
20
分
か
ら
、
本
学
図

書
館
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
長
室
に
お
い
て
、
春
季
図
書

館
イ
ベ
ン
ト
で
募
集
し
た
図
書
貸
出
用
エ
コ
バ
ッ
ク
デ

ザ
イ
ン
お
よ
び
読
書
感
想
文
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。応

募
件
数
は
図
書
貸
出
用
エ
コ
バ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
が

11
作
品
、
読
書
感
想
文
が
29
作
品
あ
り
、
審
査
の
結
果
、

次
の
と
お
り
受
賞
者
を
決
定
し
ま
し
た
。

岡
崎
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
図
書
貸
出
用
エ
コ

バ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の
各
賞
受
賞
者
、
読
書
感
想
文
の
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
長
賞
お
よ
び
優
秀
賞
の
受
賞
者
に
対

し
て
賞
状
お
よ
び
記
念
品
、
読
書
感
想
文
の
佳
作
の
受

賞
者
に
対
し
て
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
23
年
７
月
11
日
（
月
）
本
学
５
１
０
６
講
義
室
に

お
い
て
、
平
成
23
年
度
学
部
優
秀
奨
学
生
お
よ
び
学
科

優
秀
奨
学
生
の
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

学
部
優
秀
奨
学
生
は
、
平
成
22
年
度
に
お
け
る
成
績

が
優
れ
、
学
部
学
生
の
模
範
と
な
る
２
年
次
以
上
の
学

生
に
対
し
て
、
学
科
優
秀
奨
学
生
は
、
平
成
22
年
度
に

お
け
る
活
動
実
績
が
優
れ
、
他
の
学
生
の
模
範
と
な
る

２
年
次
以
上
の
学
生
に
対
し
て
奨
学
金
を
給
付
す
る
制

度
で
す
。

授
与
式
で
は
、
苫
米
地 

司
学
長
か
ら
代
表
の
学
生
に

奨
学
生
証
書
が
手
渡
さ
れ
、「
勉
学
に
取
り
組
む
姿
勢

を
、
ぜ
ひ
他
の
学
生
に
も
伝
え
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
の

言
葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

学
部
優
秀
奨
学
生
21
名
お
よ
び
学
科
優
秀
奨
学
生
72

名
の
皆
さ
ん
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

学
部
優
秀
奨
学
生
お
よ
び
学
科
優
秀
奨
学
生
の

証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

平
成
23
年
度 

春
季
図
書
館
イ
ベ
ン
ト
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

Hokka ido I ns t i t ut e o f  Technolog y1

大
学
総
合



平
成
23
年
８
月
１
日（
月
）
16
時
か
ら
、
本
学
Ｈ
Ｉ
Ｔ

プ
ラ
ザ
１
階
に
お
い
て
、「
省
エ
ネ
パ
ト
ロ
ー
ル
」に
参
加

し
た
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
し
て
、
認
定
書
の
授
与
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
省
エ
ネ
パ
ト
ロ
ー
ル
」
は
、
本
学
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

推
進
委
員
会
が
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
啓
発
活
動
の
一
環
と

し
て
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
で
、
４
月
18
日（
月
）
か
ら

７
月
29
日（
金
）
ま
で
の
期
間
で
週
５
日
間
、
４
班
に
分

か
れ
た「
省
エ
ネ
パ
ト
ロ
ー
ル
」
隊
が
１
日
２
回
、
学
内

の
廊
下
や
ト
イ
レ
な
ど
の
施
設
を
巡
回
し
、
無
駄
な
照
明

を
消
灯
す
る
も
の
で
す
。

授
与
式
で
は
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
委
員
会
の
半

澤
委
員
長
よ
り
、
本
学
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
動
に
貢
献
さ

れ
た
こ
と
を
認
定
し
た
認
定
書
が
一
人
ひ
と
り
に
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

「
省
エ
ネ
パ
ト
ロ
ー
ル
」に
参
加
し
た

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

認
定
書
を
授
与
し
ま
し
た

Hokka ido I ns t i t ut e o f  Technolog y2

大
学
総
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平
成
23
年
８
月
24
日
（
水
）
本
学
苫
米
地
学
長
以
下
９

名
（
教
職
員
５
名
と
学
生
４
名
）
は
、
過
去
25
回
に
お
よ

ぶ
総
合
定
期
戦
（
ク
ラ
ブ
対
抗
戦
）
を
中
心
と
し
た
交
流

を
行
っ
て
い
る
東
北
工
業
大
学
を
訪
問
し
ま
し
た
。

今
回
の
訪
問
は
、
東
日
本
大
震
災
に
伴
い
今
年
度
の

総
合
定
期
戦
が
中
止
と
な
り
、
復
興
に
奮
闘
す
る
東
北

工
業
大
学
の
教
職
員･

学
生
を
激
励
す
る
こ
と
を
目
的

に
実
施
し
た
も
の
で
す
。

訪
問
先
で
は
、
東
北
工
業
大
学
の
教
職
員･
学
生
に
よ

る
震
災
に
関
す
る
報
告
、
本
学
の
学
生
か
ら
東
北
工
業

大
学
の
学
生
へ
の
義
援
金
の
贈
呈
な
ど
、
学
生
同
士
の

交
流
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
北
工
業
大
学
を
は
じ
め
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り

被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す

と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
お
祈
り
申
し

あ
げ
ま
す
。

苫
米
地
学
長
以
下
９
名
が

東
北
工
業
大
学
を
訪
問
し
ま
し
た

平
成
23
年
９
月
21
日
（
水
）
本
学
会
議
室
に
お
い
て
、

学
長
賞
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

学
長
賞
は
、
学
術
的
に
す
ぐ
れ
た
業
績
を
挙
げ
た
者

ま
た
は
団
体
お
よ
び
課
外
活
動
で
優
秀
な
成
果
を
収
め

た
者
ま
た
は
団
体
に
対
し
て
表
彰
す
る
制
度
で
す
。

学
長
か
ら
基
礎
ス
キ
ー
部
を
代
表
し
て
、
部
長
の
メ

デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
科
３
年
の
中
村
勝
さ
ん
に
表
彰
状

お
よ
び
副
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
基
礎
ス
キ
ー
部
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

学
長
賞
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
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平
成
23
年
９
月
27
日（
火
）
本
学
５
１
０
６
講
義
室
に

お
い
て
、
平
成
23
年
度
手
づ
く
り
Ｃ
Ｍ
コ
ン
ク
ー
ル
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

苫
米
地
学
長
か
ら
学
長
賞（
１
作
品
）、
Ｈ
ｉ
Ｔ
賞（
１

作
品
）、
佳
作（
３
作
品
）
の
制
作
代
表
者
へ
賞
状
お
よ
び

副
賞
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

各
賞
の
授
与
が
終
わ
っ
た
後
、
参
加
者
全
員
で
受
賞
５

作
品
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

作
品
を
見
終
わ
る
た
び
に
拍
手
が
起
こ
り
、
お
互
い
の

作
品
を
讃
え
あ
う
温
か
い
空
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 平

成
23
年
度

手
づ
く
り
Ｃ
Ｍ
コ
ン
ク
ー
ル
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

平
成
23
年
７
月
20
日
（
水
）
平
成
23
年
度
第
26
期
手

稲
区
稲
苑
大
学
の
10
回
目
の
講
義
が
本
学
を
会
場
に

開
催
さ
れ
、
受
講
生
54
名
の
皆
さ
ま
が
本
学
を
訪
問
し

ま
し
た
。

手
稲
区
稲
苑
大
学
は
、
手
稲
区
内
の
高
齢
者
（
65
歳

以
上
）
の
方
を
対
象
に
、
積
極
的
な
社
会
参
加
を
は
か

り
、
知
識
と
教
養
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
手
稲
区

が
開
講
し
て
い
る
大
学
で
す
。

入
試
広
報
セ
ン
タ
ー
長
の
川
上
教
授
か
ら
の
挨
拶

の
後
、「
原
子
力
発
電
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
本
学
電

気
デ
ジ
タ
ル
シ
ス
テ
ム
工
学
科　

矢
神
准
教
授
に
よ

る
ミ
ニ
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
講
生
の
皆
さ
ま

は
、
メ
モ
を
と
る
な
ど
し
て
興
味
深
く
講
義
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

ミ
ニ
講
義
終
了
後
の
質
疑
応
答
で
は
、「『
も
ん

じ
ゅ
』
と
は
ど
ん
な
発
電
所
な
の
で
す
か
？
」、「『
放
射

能
』
と
『
放
射
線
』
の
違
い
は
？
」
な
ど
、
講
義
内
容
が

タ
イ
ム
リ
ー
で
あ
っ
た
た
め
か
、
時
間
の
都
合
上
や
む

を
得
ず
打
ち
切
る
ほ
ど
多
く
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

休
憩
を
は
さ
ん
で
学
部
・
学
科
概
要
の
紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
見
た
後
、
２
学
科
の
施
設
見
学
と
学
食
体
験
を
行
い

ま
し
た
。

手
稲
区
稲
苑
大
学
の
受
講
生
の
皆
さ
ま
が

本
学
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た

地
域
・
産
学
連
携

平
成
23
年
７
月
20
日
（
水
）
手
稲
中
央
幼
稚
園
に
お

い
て
、
本
学
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
採
択
さ
れ
た
「
て
い

ぬ
エ
コ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
メ
ン
バ
ー
が
、
園
児
の

皆
さ
ん
に
「
て
い
ぬ
エ
コ
劇
」
を
披
露
し
ま
し
た
。

劇
と
○
×
ク
イ
ズ
を
通
し
て
、
手
稲
区
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
て
い
ぬ
」
と
一
緒
に
、「
エ
コ
」
に

つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
。

終
了
後
に
は
、
エ
コ
豆
知
識
が
書
か
れ
た
「
オ
リ
ジ

ナ
ル
特
製
て
い
ぬ
う
ち
わ
」
を
配
布
し
ま
し
た
。

「
て
い
ぬ
エ
コ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を

手
稲
中
央
幼
稚
園
に
て
開
催
し
ま
し
た
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平
成
23
年
７
月
23
日
（
土
）
15
時
か
ら
、
稲
積
連
合

町
内
会
主
催
の
「
稲
積
ふ
る
さ
と
祭
り
」
に
本
学
宇
宙

開
発
研
究
同
好
会
学
生
と
そ
の
仲
間
９
名
が
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
の
ひ
と
つ
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
教
室

（
製
作
と
発
射
体
験
）」
で
協
力
し
ま
し
た
。

近
隣
の
幼
稚
園
児
や
小
学
生
の
親
子
50
組
が
集
ま

り
、
本
学
学
生
の
指
導
の
も
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ

ト
の
製
作
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

そ
の
後
、
強
風
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
自
分
で
作
っ

た
ロ
ケ
ッ
ト
に
水
と
空
気
を
注
入
し
て
発
射
し
、
み
ん

な
で
楽
し
み
ま
し
た
。

「
稲
積
ふ
る
さ
と
祭
り
」で

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
製
作
に

協
力
し
ま
し
た 

平
成
23
年
７
月
23
日
（
土
）
に
利
尻
町
交
流
促
進
施

設
「
ど
ん
と
」（
利
尻
町
沓
形
）、
７
月
24
日
（
日
）
に
稚

内
市
青
少
年
科
学
館
（
稚
内
市
ノ
シ
ャ
ッ
プ
）
を
会
場

と
し
て
、「
北
海
道
工
業
大
学 

青
少
年
公
開
講
座-

サ

イ
テ
ク
ア
ド-

（
サ
イ
エ
ン
ス
＆
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
）」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
公
開
講
座
は
、
小
学
校
３
年
生
か
ら
６
年
生

を
対
象
に
、
自
分
の
手
で
モ
ノ
を
作
る
楽
し
さ
を
経
験

し
、
ま
た
そ
の
背
景
に
あ
る
科
学
的
原
理
を
理
解
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
理
科
（
科
学
技
術
）
へ
の
興
味
を
喚

起
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
北
海
道
工
業
大
学
主

催
、
稚
内
市
教
育
委
員
会･

利
尻
町
教
育
委
員
会
・
利

尻
富
士
町
教
育
委
員
会
・
本
学
同
窓
会
稚
内
支
部
の

後
援
に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

両
会
場
と
も
に
、
10
時
か
ら
は
、
本
学
電
気
デ
ジ
タ

ル
シ
ス
テ
ム
工
学
科
の
木
村
尚
仁
教
授
が
講
師
を
務

め
る
「
リ
モ
コ
ン
カ
ー
を
つ
く
ろ
う
」、
13
時
か
ら
は
、

本
学
情
報
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
工
学
科
の
小
川 

直
久
教
授

が
講
師
を
務
め
る
「
も
の
が
見
え
る
し
く
み
〜
光
で
遊

ぼ
う
〜
」
の
講
座
が
開
講
さ
れ
、
多
く
の
児
童
の
皆
さ

ん
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

「
リ
モ
コ
ン
カ
ー
を
つ
く
ろ
う
」
の
講
座
で
は
、
モ
ー

タ
ー
の
原
理
を
「
フ
レ
ミ
ン
グ
の
左
手
の
法
則
」
や
模

型
を
利
用
し
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
。
そ
の
後
、
モ
ー

タ
ー
、
タ
イ
ヤ
、
ス
イ
ッ
チ
等
で
前
進
・
右
折
・
左
折

す
る
簡
単
な
リ
モ
コ
ン
カ
ー
を
製
作
し
ま
し
た
。

「
も
の
が
見
え
る
し
く
み
〜
光
で
遊
ぼ
う
〜
」
の
講
座

で
は
、
も
の
の
見
え
方
を
「
色
の
３
原
色
」
や
ス
ラ
イ

ド
を
利
用
し
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
。
そ
の
後
、
フ
ィ

ル
ム
ケ
ー
ス
、
折
り
紙
等
を
使
っ
て
、
目
の
錯
覚
を
利

用
し
た
お
も
ち
ゃ
を
製
作
し
ま
し
た
。

稚
内
市
と
利
尻
町
で

青
少
年
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
し
た

地
域
・
産
学
連
携



平
成
23
年
８
月
５
日(

金)

14
時
30
分
か
ら
本
学
小

会
議
室
に
お
い
て
、
上
富
良
野
町
と
の
地
域
連
携
協
定

に
関
す
る
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
地
域
連
携
協
定
は
、
上
富
良
野
町
の
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
と
人
材
育
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
も
の
で
す
。

昨
年
４
月
に
上
富
良
野
町
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、「
積
雪
寒
冷
地
に
お
け
る
未
利
用
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用
と
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
」
の

セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
り
、
町
営
住
宅
の
将
来
構
想

検
討
の
研
究
委
託
を
受
託
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

今
回
の
協
定
締
結
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
住
宅
構
想
の
他
に
も
、
町
内
の
Ｉ
Ｔ
環
境
整

備
や
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
等
の
連
携
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。 

上
富
良
野
町
と
の

地
域
連
携
協
定
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

「H
IT
 B
attle Tech

」が
札
幌
駅
前
通

地
下
歩
行
空
間
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た

平
成
23
年
９
月
19
日
（
月
・
祝
日
）
10
時
か
ら
、
本

学
Ｈ
Ｉ
Ｔ
プ
ラ
ザ
１
階
（
学
生
食
堂
）
に
お
い
て
、
小
・

中
学
生
を
対
象
と
し
た
「
青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭

典
（
手
稲
大
会
）」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
祭
典
は
、
科
学
や
モ
ノ
づ
く
り
に
対
す
る
関
心

や
興
味
を
高
め
、
創
造
性
を
育
む
場
や
機
会
を
提
供
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
北
海
道
科
学
活
動

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
主
催
し
、
本
学
も
協
力
し
た
も
の

で
す
。

今
年
の
手
稲
大
会
は
、
全
19
ブ
ー
ス
の
出
展
が
あ

り
、
６
７
０
名
の
入
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

本
学
か
ら
は
、「
空
気
の
な
が
れ
の
不
思
議
」・「
熱

の
は
た
ら
き
を
見
て
み
よ
う
」・「
手
づ
く
り
キ
ャ
ン
ド

ル
」
の
３
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
は

興
味
津
々
の
面
持
ち
で
実
験
な
ど
に
参
加
し
、
盛
況
の

う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

「
青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
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地
域
・
産
学
連
携

平
成
23
年
８
月
20
日
（
土
）・
21
日
（
日
）
の
２
日
間
、

札
幌
駅
前
通
地
下
歩
行
空
間
（
北
４
条
イ
ベ
ン
ト
ス

ペ
ー
ス
）
で
、
本
学
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
採
択
さ
れ
た

「H
IT Battle Tech

」主
催
、
一
般
社
団
法
人　

日
本
機

械
学
会
お
よ
び
札
幌
駅
前
通
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社

の
共
催
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
「
み
ん
な
で
作
っ
て
バ
ト
ル

だ
！
ロ
ボ
ッ
ト
相
撲
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
小
学
校
４
年
生
か
ら
６
年
生
の

方
を
対
象
に
、
リ
モ
コ
ン
カ
ー
の
製
作
を
通
し
て
モ
ノ

づ
く
り
の
楽
し
さ
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
実
施
し
た
も
の
で
す
。

両
日
合
わ
せ
て
26
組
の
児
童
お
よ
び
保
護
者
の
皆

さ
ん
に
参
加
い
た
だ
き
、
タ
イ
ヤ
・
ギ
ア
ボ
ッ
ク
ス
・

ス
イ
ッ
チ
な
ど
の
部
品
で
４
輪
の
リ
モ
コ
ン
カ̶
を

製
作
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
初
は
、
製
作
後
に
ロ
ボ
ッ
ト
相
撲
を
行
う
予
定
で

し
た
が
、
製
作
に
予
想
以
上
の
時
間
が
か
か
り
残
念
な

が
ら
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。



平
成
23
年
５
月
28
日
（
土
）・
29
日
（
日
）、
砂
川
市

総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
た
「
第
81
回
全
日
本
大
学
総
合

卓
球
選
手
権
大
会[

団
体
の
部]

北
海
道
予
選　

兼　

第
43
回
会
長
杯
争
奪
卓
球
選
手
権
大
会
」
に
お
い
て
、

本
学
卓
球
部
が
準
優
勝
の
成
績
を
収
め
、
平
成
23
年
７

月
19
日
（
火
）
〜
21
日
（
木
）
に
東
大
阪
ア
リ
ー
ナ
（
大

阪
府
）
で
開
催
さ
れ
た
「
第
81
回
全
日
本
大
学
総
合
卓

球
選
手
権
大
会
﹇
団
体
の
部
﹈」
に
出
場
し
ま
し
た
。

【
全
国
大
会
出
場
選
手
】

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科　

 

４
年 

雨
夜　

俊
明
さ
ん

メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
科 

４
年 

塚
本　

哲
郎
さ
ん

建
築
学
科  

３
年 

上
田　

晃
宏
さ
ん

情
報
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
工
学
科 

３
年 

水
野　

貴
史
さ
ん

メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
科 

２
年 

沼　

亮
太
朗
さ
ん

人
間
社
会
学
科 

２
年 

山
田
真
太
郎
さ
ん

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科 

１
年 

木
村　

吉
宏
さ
ん

建
築
学
科　

 

１
年 

中
島　

亮
介
さ
ん

第
81
回
全
日
本
大
学
総
合
卓
球
選
手
権
大
会
道

予
選
で
全
国
大
会
へ
の
切
符
を
獲
得
し
ま
し
た
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学
生
の
活
躍

平
成
23
年
９
月
７
日
（
水
）「
大
地
に
住
ま
う
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
「
第
36
回
北
の
住
ま
い
住
宅
設
計
コ
ン

ペ
」
の
最
終
審
査
が
発
表
さ
れ
、
本
学
建
築
学
科
４
年

の
菅
原
仁
美
さ
ん
（
写
真
左
）
と
根
本
周
さ
ん
（
写
真

右
）
の
共
同
作
品
が
最
優
秀
賞
、
野
村
和
也
さ
ん
の
作

品
が
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

表
彰
式
お
よ
び
受
賞
者
座
談
会
は
、
平
成
23
年
10
月

31
日
（
月
）
に
札
幌
全
日
空
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま
す
。

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

「
第
36
回
北
の
住
ま
い
住
宅
設
計
コ
ン
ペ
」で

最
優
秀
賞
お
よ
び
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
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ク
ラ
ブ
活
動
報
告

アーチェリー部 
●北海道学生アーチェリー第31回レディース杯 
　RC旧人男子4位（医療1年　塚越智暁）
　RC新人男子1位（医療1年　赤井寿徳）
　RC新人男子4位（機械1年　中東楽）
　RC新人男子7位（医療1年　小野航平）
　RC新人女子1位（メディア1年　三島諒子）
　RC新人女子2位（メディア1年　 香川仁美）

空手道部
●第52回札幌市民体育大会
　一般男子の部個人自由組手ベスト8
　（都市3年　櫻岡壮太）

●第44回北海道学生空手道選手権大会及び
　全国大会予選団体戦
　男子団体組手3位
　（医療3年　川崎博生、機械3年　 飯田将史
　  建築3年　大山祥朋、都市3年　櫻岡壮太
　  都市2年　半田真凡、電気1年　 勝戸裕造
　  電気1年　佐々木悠太）

●第47回和道会全国空手道競技大会
　一般男子有段の部組手個人戦ベスト16
　（電気1年　勝戸裕造）

　一般男子有段の部組手個人戦出場
　（機械3年　飯田将史、建築3年　大山祥朋
　  都市3年　櫻岡壮太、電気1年　佐々木悠太
　  都市2年　半田真凡）

●平成23年度北海道体育大会兼
　第66回国民体育大会空手道競技北海道予選大会
　成年男子組手（中量級）準優勝
　（医療3年　川崎博生）

●第55回全日本学生空手道選手権大会並びに東西対抗戦
　出場
　（医療3年　川崎博生）

卓球部
●第81回全日本大学総合卓球選手権大会（団体の部）
　男子団体戦出場
　（建築3年　上田晃宏、機械4年　雨夜俊明 　
　  メディア4年　塚本哲郎、人社2年　山田真太郎
　  情報3年　水野貴史、メディア2年　沼亮太朗 
　  建築1年　中島亮介、機械1年　木村吉宏）

硬式テニス部
●平成23年度全日本大学対抗
　テニス王座決定試合北海道地区予選
　5部1位
　（入替戦勝利：4部昇格）

弓道部
●第59回全日本学生弓道選手権大会
　出場

エアライフル射撃同好会
●2011年度夏季北海道学生ライフル射撃選手権大会
　AR S60 ファイナル 1位
　（建築2年　 瀧澤俊介）
　団体種目AR S60 3位
　（人社3年　成田章平、人社3年　成田卓弥、
　  建築2年　瀧澤俊介、機械1年　内山周一）

美術部
●私大合同展2011
　出展

自動車部
●七大戦ダートトライアル
　道学連クラス第4位
　（機械3年　中村真一）
　第8位
　（機械3年　三瓶智大）

●道学連第2戦 HIT Good Run Summer 2011
　第4位
　（情報3年　_橋由樹）
　第5位
　（機械3年　中村真一）


